
◎開かれた学校づくり ：こまめな情報発信 CS との連携協働 学校教育評価の活用 外部講師の活用 

◎教職員の働き方改革 ：一斉退庁日の徹底 業務改善の推進 部活動指導の在り方の見直し 

◎連携のとれる職員集団：迅速な報告連絡相談の徹底、業務の分担意識の向上、責任を持った業務遂行 

◎小中一貫の推進：   「共に学び 支え合い 高めあう よつば小・大久保中の子ども」 

✎合同授業研究会の充実 ✎授業体験・部活動体験の実施 ✎「小中一貫会議」の活性化 ✎顔が繋がる取組の充実 

 

人 間 力 

① 失敗を恐れずにチャレンジできる生徒 

② 互いを尊重し支え合える生徒 

③ 多様な社会と向き合い考えられる生徒 

 

 

 

  

    

 

 

 
        

 

  

   

 

 

 

 

 

 

                             

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校力を高める＞ 

 

 

 

 

 

自ら未来を選択、決定できる自立した生徒の育成 

 

 

◎ 人権教育の充実：開かれたワールドクラス、平和学習、自尊感情の醸成、幅広い生徒理解 

◎ 道徳教育の充実：よりよく生きる意識の向上、道徳的実践力の育成 

◎ 生徒支援の充実：積極的支援、寄り添った子ども理解、自律した生徒会活動の活性化 

◎ キャリア教育の充実：学校体験、職業学習、夜間学級訪問、自己実現力の育成 

 

◎ 授業改善の推進：学力向上委員会、小中合同授業研究会、ICT の適切な活用 

◎ 学習規律と言語力の育成：授業規律の徹底、朝読の取組、思考力・表現力の育成 

◎ 自学自習力の育成：自己選択学習の導入、中学校区での系統的指導 

◎ 支援教育の充実：合理的配慮の理解の徹底、個に応じた指導の実践、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの視点 

◎ 健康・体力作り：運動時の安全対策、部活動の活性化と発達に応じた適切な休養日の設定、食育推進

計画の策定、日頃からのバランスのとれた食事への意識向上、授業以外での運動機会の確保（生徒会行事等） 

◎ 安全・安心：実践的な避難訓練、交通安全教室、施設点検、救急救命、適切なｱﾚﾙｷﾞｰ対応 
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《校内研修テーマ》 

『子どもたちが自立して学ぶための授業改善 

～学びの現在地を可視化し、次につなぐ評価と支援～』 

 

学 ぶ 力 

① 見通しをもって取り組める生徒 

② 学習を自己選択・調整できる生徒 

③ 仲間と協働し、高め合える生徒 

① 生徒の育成の見通しをもって業務に取り組める教師 

② 生徒の育成に向けて、意図をもって学び続けられる教師 

③ 仲間とともに、互いを尊重し支え合い高め合える教師 

④ 失敗を恐れずにチャレンジし、成長につなげられる教師 

⑤ 多様な社会と向き合い考え、気持ちに寄り添える教師 

めざす生徒像 

 

めざす学校像：笑顔にあふれ、毎日通うのが楽しくなる学校 


